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平成 20 年３月期 中間期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社が平成 19 年５月 30 日付「平成 19 年３月期  中間期連結業績予想、通期連結業績予
想、ならびに期末配当予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました当社の平成 20
年３月期（平成 19 年４月２日～平成 20 年３月 31 日）中間期連結業績予想を下記のとおり
修正いたします。  
 

記 

 

１．平成 20年３月期中間期連結業績予想数値の修正（平成 19年４月２日～平成 19年９月 30日） 
              （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 19,900 －  1,322 649 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 25,000  2,200  2,200  800  

増 減 額 ( B - A ) 5,100 －  878 151 

増 減 率 25.6％  －  66.4％  23.2％  

 ＊当社は平成 20年３月期が初年度であり前期実績はございませんので記載しておりません。 

 
２．修正の理由  

アウトソーシング事業におきましては、労働市場の逼迫や 顧客ニーズを踏まえて、当期初

より増員による拡大路線から、徹底したコスト削減や高付加価値業務へのシフト、出来高生

産ラインのレベルアップを中心とした価値充実路線へと転換してまいりました。  

その結果、売上高販売管理費率を 9.9％ (前年同期  12.3％ )に 抑えることができたと同時に、

売上単価のアップを行うことができました。加えて製造装置事業において、半導体素材メー

カー向け新製品の売上拡大と内製化による原価改善活動が功を奏しました。  

 

以上により、当中間期における業績予想は、前回予想に対して、売上高は 25.6％増の 25,000

百万円、経常利益は 66.4％増の 2,200 百万円、当期純利益は 23.2％増の 800 百万円の見通し

となりましたので、今回の修正としたものです。  

 

なお、平成 20 年３月期通期の連結業績予想につきましては、不確定要因が業績に与える影

響が大きいため、現時点では変更いたしません。  
 
(注 )当資料に記載する業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき、独自の判断に
より作成しておりますが、実際の業績は今後さまざまな要因により予想数値と異なる場合が
あり、実現を保証するものではありません。  

 
以  上  


